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Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
の
設
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
在
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
は
国
内
に
十
五
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
太
平
洋
側
で
は
青
森
県
沖
一
基
、
岩
手
県
沖

三
基
、
宮
城
県
沖
二
基
、
福
島
県
沖
一
基
、
静
岡
県
沖
一
基
、
三
重
県
沖
一
基
、
和
歌
山
県
沖
一
基
、
高
知
県
沖
一
基
、
徳
島

県
沖
一
基
の
十
二
基
、
日
本
海
側
で
は
三
基
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
十
五
基
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
の
デ
ー
タ
は
公
開
さ
れ
、
気

象
庁
等
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

本
年
三
月
十
一
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津
波
に
対
し
て
は
、
一
四
時
四
六
分
の
地
震
発
生
か
ら
四
分
後
の
一

四
時
五
〇
分
に
釜
石
港
Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
で
は
引
き
潮
を
観
測
し
、
同
五
七
分
に
は
海
面
の
上
昇
を
観
測
し
た
。
そ
の
後
、
一
五

時
九
分
に
は
釜
石
港
Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
で
三
メ
ー
ト
ル
の
海
面
上
昇
を
観
測
し
、
最
大
波
が
到
達
し
た
の
は
、
さ
ら
に
そ
の
十
二

分
後
の
一
五
時
二
一
分
（
気
象
庁
の
速
報
値
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
最
大
波
後
の
津
波
の
動
き
に
つ
い
て
も
捉
え
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
は
い
ち
早
く
津
波
の
到
来
を
予
測
で
き
る
機
器
と
し
て
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
三
十

年
以
内
に
高
い
確
率
で
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
及
び
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
三
連
動
の
地
震
に
対
す
る
備
え
と

し
て
考
え
た
時
、
静
岡
御
前
崎
沖
、
三
重
尾
鷲
沖
、
和
歌
山
南
西
沖
、
徳
島
海
陽
沖
、
高
知
西
部
沖
の
五
箇
所
の
み
設
置
と
い

一



う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
手
薄
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

現
在
、
伊
勢
湾
沖
に
一
基
の
増
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
東
海
地
震
さ
ら
に
は
三
連
動
地
震
に
備
え
て
、
例
え
ば

静
岡
県
を
例
に
と
れ
ば
駿
河
湾
と
遠
州
灘
沖
に
各
一
基
を
設
置
す
る
な
ど
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
の
設
置
強
化
を
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


